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　今回、日本派遣団派遣隊第６隊隊
長として参加した。前回は副長とし
ての参加であったが、今の自身に出
来る事は何か？世界の中のボーイス
カウトの一員である事や、自身が体
験した様々な事柄を後世に伝える責
任もあり、今回臨んだ。
　我が６隊は、千葉県 26 人　神奈川
県５人　沖縄県４人の混成隊として
の参加で、スカウト達は、県を超え
ての長期キャンプ、初めての海外渡
航などもあり、結成当初は初めて会
うスカウトも多く不安もあったが、
訓練を重ねて行くうちに徐々に自信
が湧き、豊かな個性が現れてきた。

　午後５時を過ぎ荒天の中での設営
となり、真夏であるにも関わらず気
温の低下によりスカウトの志気も下
がる一方であったが、隣接している
外国スカウトの支援を受けての設営
は心からの感謝と言葉に出来ない感
動を覚えた。
　期間中、スカウト達は日本では体
験出来ない程のスケールの大きいア
クティビティを体験する事になる。
残念ながら、体格的に体験できない
物もあったが彼らは出来る範囲で出
来る事を楽しんでいた。慣れない英
語での会話、外国スカウトとの交流・
交換、映画で見たようなビッグサイ

ズのピザ、海外の食物・文化・ダン
スなど全てが貴重な体験となった。
　中でも、各国の文化を伝えるカル
チャーデイでは、着物の着付け・か
き氷・書道・折り紙と日本の文化を
伝える場があり、自主的に活動して
いた姿は印象深い。
　スカウト達も、多くの事を学び体
験出来た事は大きな成長になり、今
後の人生においての糧となった事は
間違いないと感じている。この体験
と感動を是非後輩に伝えてもらいた
い。最後に支援頂いた多くの方に感
謝致します。（市原第５団　石垣 千草）

テ ー マ「新世界の扉を開こう」“UNLOCK A NEW WORLD”　７月 22 日～８月２日
日本からの派遣団に上総地区からは、スカウト７人・指導者２人の合計９人が参加しました。
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【スカウトの感想】
　今回参加した第 24 回世界スカウト
ジャンボリーでは、初めての体験が
沢山あった。最初に体験したことは、
海外に行くことだった。飛行機に乗っ
たことは、今までに何回かあるが、
海外は初めてだった。この事は僕に
とって、とても大きな事になった。
次に体験したことは、海外の人との
交流だ。日本では英語で会話する場
面はとても少ないが、会場内では英
語しか伝わらないから、とてもコミュ
ニケーションをとるのが難しかった。

その次に体験したことは、ジャンボ
リー内の各プログラムだ。特に印象
に残っているのは、ダウンヒルのプ
ログラムだ。最初はとても怖かった
が、乗り慣れて来るとスリルが面白
くなって来た。他にも体験したこと
は沢山あるが、これらが主に印象に
残っている。
　このような体験をすることは、こ
の先無いかもしれないから、とても
自分の為になった。次は IST やリー
ダー側として世界ジャンボリーに参
加したいと思う。
　　　　　（茂原第２団　入口 海音）

　今回のジャンボリーでは最年少と
して参加したと思われるが、最年少
だからといっても特に何の不自由な
く楽しめたと思っている。
　だが、最初の目標であった「他人
の足を引っ張らない」という事には、
失敗したと思っている。まず、寝坊
をするという失態をしてしまった上
に、人に「邪魔」等の言葉を言われ
た回数は数えるのが難しいほどある
だろう。しかし、最初に書いた様に

　日本派遣隊第５隊副長として参加。
事前訓練でスカウト一人一人から、
参加の目標を聞いた。「たくさんの国
の人と交流し友人を作りたい。」「経
験することで、今後のスカウト活動
に生かしたい。」など、熱い思いを聞
く中で、「目標達成に向けての支援と
ともに、参加スカウト達が、このジャ
ンボリーの体験を通じて、次の世界
スカウトジャンボリーでは IST（国際
サービスチーム）として奉仕したい
と思えるような活動をしよう」と指
導者間で話した。私自身、前回の世
界ジャンボリーに IST として参加し、
友人となった方達とまた一緒に活動
したいと思ったことが、今回の参加
を希望した理由の一つだからだ。
　大自然の中でのラフティングや
BMX、ジップラインといったワイル
ドなアクティビティ。お好み焼きや
流しそうめん、折り紙や書道など日
本文化を紹介したカルチャーデイ。
外国隊と夕飯を囲みダンスを楽しん
だ隊交歓。振り付けを考え練習を重
ね、舞台で発表し拍手喝采を浴びた
南中ソーランや千本桜、カラテカの

パフォーマンス、ボタン一つで情報
交換できる通信機器ノバスを使った
ワイドゲーム、チーフやバッジなど
を交換するスワッピング、世界中の
スカウトとの一体感を得た大集会な
どなど 12 日間があっという間に過ぎ、
スカウトたちが日毎に積極的に行動
していく姿を頼もしく感じた。帰国
時、多くのスカウトが「次回は IST
で参加したい」といった言葉をうれ
しく思う。　　（市原第６団　森 真紀)
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自分自身は楽しむ事が出来たし、ベ
ルギーやイギリスなど他国のスカウ
トとバックパックや T シャツ等の交
換をする事も出来た。だが、交換し
た物は大きかったが、些か交換した
回数が少なすぎたとは思っている。
　食当の係ではあったが、自分の大
雑把な性格が悪く出て、「多分」等の
言葉を多用してしまった。これによ
り、班員に迷惑をかけることになっ
てしまった。しかし、食当だったお
かげで優秀スカウト賞を取る事が出
来た。今回のジャンボリーは自分に
とって、とても有意義な物になった
と思っている。
　　　　　（茂原第２団　中田 逸聖）

　私は今まで第 20 回記念千葉県キャ
ンポリーと第 17 回日本スカウトジャ
ンボリーに参加しました。ですが今
回の第 24 回世界スカウトジャンボ
リーはとても規模が大きく、初めて
の海外という事もあって不安と期待
でドキドキしていました。世界スカ

ウトジャンボリーでは色々な国の人
と交流をし、日本では体験できない
事をたくさん体験したと思います。
私はあまり英語が出来ないのですが、
アニメ好きの外国人とはあまり話せ
なくても通じ合っている気がしまし
た。日本人より外人の方がノリが凄
かったり、開会式が終わった後の人
混みでは、少し怖く感じたりしまし
た。
　初めてやる色々なプログラムで１
番印象に残っているのはジップライ
ンで、あんなに長く滑った事は無い
のでとても楽しかったです。スキュー
バーダイビングでは、せっかく水着
にも着替えてプールに入る直前に大
雨が来てそのまま中止になりとても
残念でしたが、それも１つの思い出
として忘れないと思います。
　この長いようで短く感じた世界ス
カウトジャンボリーでとても貴重な
体験や経験ができ、今後にとても役
立つと思います。私は世界スカウト
ジャンボリーに参加できて凄くよ

かったです。
　　　　　（茂原第２団　渡邉 そら）

　僕は、今年アメリカへ行ってきま
した。ワシントン DC や国立航空宇
宙博物館などに行ってきたけど、一
番楽しかったのは、キャンプ中にやっ
た水プログラムです。
　水プログラムでは、サップ、カヤッ
キング、リバーラフティングなどを
しました。
　一番楽しかったのは、サップです。
サップとは、スタンドアップパドル
ボードの略でサーフィンボードのよ
うなボードに乗り、パドルでこぐと
いうものです。はじめは、バディの
班長が、「サップやろうぜ」と言い出
し、あまり濡れたくなかったけど、
やってみたら意外と楽しくて、すぐ
に水着も乾き涼しくなれたので、２
回も行きました。２回目は、他の人
も誘い３人で行きました。その人は
まだ初めてだったので、落ちるのを
嫌がっていたけど、「１回落ちたほう
が楽しくなるから」と言って、班長
と一緒に落とそうとしたりしていま
した。ちなみに、パドルは１本なので、
まっすぐ進めないところが、難しかっ
たです。

かずさ３６号　日本ボーイスカウト上総地区
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　リバーラフティングでは、隊長や
もうやった外国人の人に、「とても危
ないよ。」とか「真面目に死人が出る
ようなやつだから、覚悟したほうが
いいよ。」などと言われたから、ボー
トがひっくり返るようなのを想像し
ていたが、連日晴れ続きで、水量が
減っていて、そんなことにはならな
かったけど、良い思い出になりまし
た。　　　（茂原第２団　平島 一輝）

　私にとって今回のジャンボリーは
初めての経験ばかりでした。
　海外に行くこと自体は初めてでは
ありませんでしたが、ほとんど初対
面の人と二週間も一緒に過ごしたり、
世界中の同年代の子達と触れ合った
りするのは初めてで、とてもワクワ
クしました。これらの経験は、世界
ジャンボリーならではの貴重な経験
になったと思います。
　少し人見知りな私にとって、会っ
たばかりの人と仲良くするなんてで
きるのかなと出発前は少し心配して
いました。でもジャンボリーが始まっ
てすぐに周りのみんながフレンド
リーに接してくれたおかげでみんな
と仲良くなることができました。そ
してそのことが自信につながり、他
の隊のスカウトに自分から話しかけ
たりすることもできるようになりま
した。
　今回のジャンボリーは言語を学ん
だり世界の広さを感じたりすること
もできましたが、1 番参加してよかっ
たと思うことは新しい友達ができた
ことです。
　次回の韓国で開催される 25 ＷＳＪ
にも、IST として参加したいと思い
ます。　　 （茂原第２団　須藤 ロゼ）

　私は 4 年に一度開催されている世
界スカウトジャンボリー（以下 24 Ｗ
ＳＪ）に参加してきました。今回の
開催地はアメリカのウエストバージ
ニア州で、７月 22 日から８月２日ま
での 11 日間でした。出発する前に何
度か事前訓練を行い、同じ５隊のス
カウトとの親睦を深めることが出来
ました。
　無事にアメリカに到着し、ブラジ
ルとエクアドルの隊の隣にキャンプ
をはることになりました。会場内で
すれ違う人は日本人ではなく様々な
国のスカウト達でした。飛び交う言
語も様々な言語で、改めて 24 ＷＳＪ
に参加しているのだと実感しました。
　私が一番印象に残っているのは、
カルチャーデイというイベントです。
カルチャーデイでは自国の食べ物や
文化などを紹介するイベントです。
５隊ではお好み焼を振る舞い、書道
を披露しました。
各国のスカウトにたくさん参加して
もらいとても盛り上がりました。
　またそれ以外には様々なアクティ
ビティーの体験や、他国の食文化紹
介のブースなど開催されていました。
どの国の食事もとても新鮮でこの
キャンプに参加していなければ食べ
ることが出来ない物ばかりでした。
その中でポルトガル料理がとても気
に入りたくさん食べました。
　このキャンプは私の生きてきた中
で最も充実した 11 日間でした。この
24 ＷＳＪはリーダーや、IST のみな
さん、所属している上総地区、保護
者皆さんのお陰で成り立った物だと
思います。この感謝の気持ちを今度
は私が次の世界ジャンボリーに参加
するスカウトの為に繋げていきたい

と思っています。他文化に触れるこ
とにより、文化の差を超え一人一人
の人々を理解していこうという思い
が芽生えました。今後はこの貴重な
体験を自分のスカウト活動に活かし
ていきたいと思っています。
　　　　　（市原第６団　山川 莉央）

　私は７月 21 日から８月５日にアメ
リカ合衆国ウエストバージニア州サ
ミットベクテル保護区で行われた第
24 回世界スカウトジャンボリーに参
加してきました。
　最初は初めての海外ということも
あり不安もありましたが、とても楽
しい 16 日間を過ごす事ができまし
た。なかでも特に思い出に残ってい
るのはカルチャーデイです。私の隊
は、折り紙、習字、お好み焼き、白玉、
流しそうめんを準備し、外国の方々
に振る舞いました。私は折り紙のレ
クチャーを担当しました。言葉が上
手く伝わらず説明するのが大変でし
たが、たくさんの外国スカウトと交
流することができて、嬉しかったで
す。
　自分の当番時間が終わると、同じ
班の女子スカウトと一緒に台湾のタ
ピオカミルクティーを求めて各サイ
トを散策しました。やっぱり本場の
タピオカはおいしかったです。( 笑 )
私はこのジャンボリーでたくさんの
外国スカウトと交流し、たくさんの
ことを学ぶことができました。ジャ
ンボリーで学んだことを生かし、こ
れからのボーイスカウト活動に貢献
できるよう、精一杯頑張っていきた
いと思います。
　　　　　（市原第６団　髙橋 彩佳）
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ようこそブラウンシー島へ！　　
　ボーイスカウトの始まりは、子ど
もたち 20 人を集めて、ブラウンシー
島で実験キャンプでした。この実験
キャンプでの活動内容をゲームにし
ました。まず、ベンチャースカウト
が虫食いの巻き物で、ゲームの案内
をします。

ゲーム①ブラウンシー島が出てくる
パズルゲーム。スカウトは頭を寄せ
合い、真剣に挑戦。色が付いていな
かったので、難しかったかな？

「 フ ー ン 」 と い う 感 じ だ っ た か
も・・・	
ゲーム② 20 人は４つの班に分かれま
した。班の名前をあらわす獣の「ワッ
ペン」と肩につけるリボンの色を組
み合わせは？

ゲーム③島での生活にはロープの結
びは欠かせません。本結び、ひとえ
つぎ、巻き結びをやってくるように、

キャンプの前に宿題が出されました。
これをゲームにしてロープ結びリ
レーで時間を競いました。ビーバー
スカウト、カブスカウト、ボーイス
カウトにはそれぞれのレベルに応じ
たロープ結びをしました。ビーバー
はどんな結び方をしたの？ビーバー
は「ビーバー結び」そんなのはあり
ません。どんな結び方でも良いこと
にしました。
ゲーム④キャンプの最終日には鳥班
と獣班に分かれて綱引きをしました。
ゲームでの綱引きは、片手 ･ 片足に
よる対抗戦にしました。勝っても負
けても恨みっこ無し。

ゲーム⑤このブースの最後は、６冊
発行された『スカウティング　フォ
ア　ボーイズ』を発行順に並び変え、
終了 !!（大網白里第１団・東金第１団）

「ラララ世界の友！！」
　寒空の B-P 祭。茂原第 2 団のブー
スは「ラララ世界の友」
　寒さに負けず、大きな声で歌いま

しょう！
　バラバラになった歌詞を集めて 1
曲にし、みんなでそろって歌います。
曲は 10 曲。みんながよく知っている
歌やスカウトソングです。
　「大きな歌」「みんなで大きなわを
作ろう」「花はかおるよ」「さんぽ」

「ジャングル探検隊」「窓をひらいて」
「森のくまさん」「キャンプだホイ」「サ
ラスポンダ」「われらの総長」です。

あ！わかった！と次の歌詞を探すス
カウト、同じ曲を別の人が探して歌
詞カードが足りなくなってしまうグ
ループ、ワイワイガヤガヤ、ちらち
ら雪も舞う中、大きな歌声が響きま
す。
　ゲームは全部の曲を歌い終える速
さを競いましたが、特に大きな声で
歌った班にはボーナスポイントをつ
けることにしていました。そうした
らどの班にもボーナスポイントがつ
きましたよ。隊集会でも大きな歌声
が響きますように！！（茂原第２団）

《２月17日》
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上総地区発足 45 周年記念ＢーＰ祭
大網白里１・東金１

茂原２	

市原６	

市原１・ＲＳ

市原７	

市原３・市原５

1　（ブ）ラウンシー島	 　　B-Pにちなんだゲーム
2　（ラ）ララ世界の友	 　　ソング　スマートネス

3　（ウ）デダメシ	 　　スカウト技能

4　ア（ン）ノウンスカウト　世界に広がるスカウト運動

5　（シ）ッカリセヨ（ー）	　　救急法　災害救助

6　（ト）ン汁（ウ）マイ	 　　食事　トン汁
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「ウデダメシ」計測ゲーム
　２月 17 日、時折雪が舞う寒空の下
で上総地区発足 45 周年記念 B-P 祭
が開催された。今年は「スカウティ
ング１１１（トリプルワン）ブラウ
ンシー島から・・・」というテーマ
で、地区内各団で考案したゲームを
スカウト達が挑戦して回るという企
画だ。					   
　私たち市原第６団は「ウデダメシ」
というゲームタイトルで計測ゲーム
を行った。これまで培ってきたスカ
ウト技能を用い、ビーバースカウト
とカブスカウトは距離を、ボーイス
カウトには団旗のポールの高さを割
り出してもらうこととした。		
　ビーバースカウトとカブスカウト
達は歩測で計測、ボーイスカウト達
は簡易計測器具を使用したり割当て
法などを用いるなど、各班毎に得意
な方法で計測を実施していました。	
　今後もスカウト達が培ってきた技
を発揮できる場をなるべく多く作っ
ていければ良いと思います。		
　　　　　　　　　　 （市原第６団）

　【計測ゲームのスコア】

「世界に広げようスカウトの輪」
　上総地区発足 45 周年記念 B-P 祭で
第１団が担当したブースは、イギリ
スからはじまった「ボーイスカウト
運動」が世界に広がっていく様子を
イメージしました。
　ゲームエリアを４つに区切りイギ
リスのエリアからフランス、カナダ、
アメリカと渡りゴールをきそいます。
移動手段は出題されるボーイスカウ
ト関係の問題を班の全員で考え回答
権を得た班が正解すると、輪にした
ロープを班の中で決めたアン・ノン・
スカウトが投げ、その輪のなかに班
員全員が移動して行くというもので
した。問題は３択。地区ローバース
カウトが頭をひねる良い問題を作っ
てきてくれました。
　４つのエリアに分かれたフィール
ドなので最初に回答に正解し、輪を
投げる権利を得た班はフィールドの
中心寄りに移動して行けば最短移動
回数でゴールを目指せるのですが、
気づいた班はなかったようです。そ
れだけに回答数が拮抗し、用意した
問題が足りなくなるほど、各班デッ
ドヒートしました。

　輪を細長く投げ、移動距離を伸ば
そうと工夫する班もあり、スカウト
たちは皆で考え、実行し、修正して
いく様子が自然とチームワークにな
り、とてもよかったと思います。
　ゲームの進行、時間制限など未完
成な部分もあり、実施して臨機応変
に組み立てなければならないところ
もありましたが、担当したリーダー、
ローバースカウトの皆がよく対応し
てくれました。お疲れさまでした。
　　　　   （市原第１団　倉知 篤彦）

「そなえよつねに」を実感
　市原７団では「シッカリセヨ－急
病者を助け出せ－」というタイトル
のもと、ブースを訪れた班長に、謎
の病に倒れた村民を助けてほしいと
いう手紙が渡されました。手紙に書
かれた村の言い伝えに従い、ビーバー
スカウトは決められた薬草カードを
探す／カブスカウトはロープを決め
られた結び方で結び十字形の形に成
形する／ボーイスカウトは竹と毛布
を利用して急造担架を作り十字形の
中へ病人を運ぶという各部門の技術
や能力を使いながら、班全体で協力
して急病者を助けるというゲームの
開始です。時折みぞれの降る中でし
たが各班ともビーバースカウトは活
発に、カブスカウトとボーイスカウ
トは各々に出された課題に首をひね
りながらも、自分達が今まで学んで
きた技能を絞り出し、班によっては
時間がかかりながらも、全ての班が
村民を助け出すことができました。
　各班ともビーバースカウトに得点

ビーバー
3.0m
3.0m
0m

3.0m
0m

2.3m
0.7m
3.0m
0m

3.0m
0m

3.0m
0m

3.0m
0m

2.9m
0.1m
2.8m
0.2m

答え
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差
回答
誤差

１班

２班

３班

４班

５班

６班

７班

８班

９班

　カブ
7.0m
6.7m
0.3m
9.5m
2.5m
6.3m
0.7m
6.0m
1m

7.7m
0.7m
5.6m
1.4m
8.0m
1.0m
8.4m
1.4m
6.5m
0.5m

順位

１

９

７

６

２

４

８

５

３

誤差
計

0.75m

3.05m

2.65m

1.75m

1.15m

1.65m

2.90m

1.66m

1.40m

ボーイ
5.05m
5.5m
0.45m
4.5m
0.55m
6.3m
1.25m
4.3m
0.75m
5.5m
0.45m
4.8m
0.25m
3.2m
1.9m
4.9m
0.15m
4.4m
0.7m
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差はありませんでしたが、カブスカ
ウト・ボーイスカウトにはスカウト
技能を求める内容だった為か結構な
得点差が… 。特にボーイスカウトは
日頃使うことがない急造担架作りと
いうことで、早い班と遅い班でかな
りの違いが出ました。いつ必要にな
るか分からないスカウトの様々な技
能ですが「そなえよつねに」を忘れず、
普段の訓練をしてもらいたいと思い
ます。　　（市原第７団　山本 清珠）

あったか～い「トン汁ウマイ」
　18 年ぶりに地区で行われた B-P
祭。途中、雪が降っての活動でした
が、ビーバー隊からローバー隊まで
のスカウトが集まり、とても有意義
な活動だったと思います。市原第３
団は市原第５団と共に、テーマの「ブ
ラウンシー島」の最後の文字「トウ」
を「トン汁ウマイ」に絡んで豚汁作
りを担当。スカウトがゲームを楽し
んでいる中、リーダーも和気あいあ
いと豚汁作りを楽しんでいました。

市原第３団の豚汁はあごだしを使い、
風味まろやか上品な味で、130 ～ 150
人分を大寸胴満タンに調理しました
が、市原第５団と共に量もピッタリ
で最後の一人で完売しました。コロ
コロしたかわいい里芋も喜ばれ、お
腹も満たされ、体も温まり、スカウ
ト、リーダー共に満足した昼食でし
た。カブ隊の壁新聞作りでは、市原
第３団の二人のスカウトがアイデア
を出し合って作成し、見事優秀作品
に選ばれました。年々スカウト数は

減少し、団ごとの活動が難しくなっ
てきていますが、今回の様にまた地
区で開催するなど工夫し、みんなで
楽しんで活動できる地区、団にして
いければと思います。　
　　　　 （市原第３団　花房千嘉子）
　市原第５団は、市原第３団と協力
して、上総地区の元気なスカウトた
ちのおなかをいっぱいにするため、
そして体と心を暖めるために約 300
人前のトン汁を作りました。大きな
寸胴に前日から下拵えした具材たっ
ぷりのトン汁です。

　当日は雪がちらつくほど寒い！こ
んな寒い日でも、ボーイスカウト隊
のスカウト達は今回の B-P 祭のた
めに特別に団・隊をまたいでシャッ
フルして編成された隊を率いて元気
いっぱいブースで活動をしていまし
た。そんなスカウト達がお昼頃にお
腹を空かせて次々とトン汁ブースへ
やってきました♪あったか～いトン
汁はどんどんスカウトたちのお腹に
おさまり、中には４杯も食べるよう
な食いしん坊スカウトも（　）。たっ
ぷり用意したはずのトン汁は最後に
は足りなくなってしまうのでは！？

ヒロキ（ローバースカウト 山本開生）

と心配するほどの盛況振りでした。
そしてお腹がいっぱいになって、次
のブースへ向かっていくスカウト達
を見送るのでした。　 （市原第５団）

かずさ３６号　日本ボーイスカウト上総地区
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団 　 名

市 原 第 １ 団

市 原 第 ３ 団

市 原 第 ５ 団

市 原 第 ６ 団

市 原 第 ７ 団

茂 原 第 ２ 団

東 金 第 １ 団

大網白里第１団

　 　 　 活　動　地　域

市原市八幡宿、五井 周辺

市原市国分寺台 周辺

市原市牛久 周辺

市原市辰巳台 ちはら台 周辺

市原市姉崎 周辺

茂原市、長生郡 周辺

東金市、山武市、山武郡 周辺

大網白里市 周辺

入団等問合せ先

田中 秀近

牛田 智子

山内 憲章

齋藤 敏子

菊池 由紀

　 青木  勇  

山下 すみ江

　 奥貫　誠

電 話 番 号

0436-21-3840

0436-36-7747

0436-92-0105

0436-75-0392

0436-62-4004

0475-23-9239

0479-80-8551

0475-72-7988

千葉県内にはボーイスカウトの 101 の団があり、4,924 人（令和元年７月現在）が活動し
ています。また、県内を 11 地区に分け、我が上総地区もこの 11 の地区の一つです。
上総地区には８個の団が所属しています。

　地区ローバース会議では８月 10 日
～ 11 日に、市原第５団野営場にて、

「災害時に向け生きる術を学ぼう」と
題して夏季キャンプを行いました。
　今回取り組んだ内容は、ブルーシー
トで寝床を確保すること・火起こし
器を用いた火の確保・自然を利用し
た飲み水の確保の仕方についてです。
　今回参加したメンバーでも、ボー
イの頃に１回やったくらい…や、初
めて体験する、というメンバーもお
り、失敗体験を含み、学んだことも
多かったのですが、実際の場面で実

用できる程のレベルには程遠い結果
となりました。
　このキャンプから約１か月後、大
型の台風 15 号が関東を直撃し、想定
外の被害が千葉県各地でも確認され、
私の自宅も５日間停電が続きました。
本稿をお読みいただいている皆様の
中にも停電・断水にご苦労なされた
方がいらっしゃるかと思います。
　私は仕事柄、台風直撃後、千葉県
内でも特に被害の大きかった南房総
市と君津市に復旧応援に行く機会が
ありました。電気・水道のない生活

を送っている現地の方々と接してみ
て、どれだけライフラインが生活の
中で重要なものなのか改めて気付か
されました。
　それに加え、被災地の台風の爪痕
を目の当たりにし、我々の想定した
サバイバルキャンプでは被災後の生
活を乗り越えることはできないと感
じ、スカウトのモットーである「そ
なえよつねに」の精神を再認識する
よいきっかけとなりました。
（市原第５団ローバー隊　膳棚 和也）

かずさ３６号　日本ボーイスカウト上総地区
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ローバー夏季キャンプ


